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エチルベンゼン（CAS no. 100-41-4） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

エチルベンゼンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、視床下部―下垂

体―生殖腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Faberら(2006)によって、エチルベンゼン 25、100、501ppm (チャンバー内空気中測定濃度、変

動は設定濃度の 11.2%以内)に交配前 70日以上から交配、妊娠、出産を経て哺育期間終了まで(日

毎６時間)吸入ばく露した SD ラット F0への影響が検討されている。その結果として、生殖影

響として、25ppm 以上のばく露区で雌新生仔膣開口日の早期化、501ppm のばく露区で雄新生

仔包皮分離日の遅延、雌発情周期所要日数の低値が認められた。なお、雄交尾率、雌交尾率、

雄妊孕率、雌妊娠率、妊娠期間、同腹着床部位数、同腹新生仔数、同腹生存新生仔数、新生仔

生存率(０、４、21日齢)、新生仔雄性比、新生仔増加体重(１～４日齢)、21日齢新生仔体重に

は影響が認められなかった。 

また、F0 父動物への影響として、100ppm 以上のばく露区で甲状腺絶対及び相対重量、肝臓

絶対及び相対重量、腎臓絶対及び相対重量の高値、501ppm のばく露区で肺絶対重量、前立腺

絶対重量の低値(相対重量は有意差なし)、肝臓絶対及び相対重量、腎臓絶対及び相対重量の高

値が認められた。なお、体重、脳絶対及び相対重量、脾臓絶対及び相対重量、左精巣中精子数、

左精巣上体尾部中性子数、運動精子率、前進運動精子率、形態異常精子率には影響が認められ

なかった。 

また、F0母動物への影響として、501ppm のばく露区で肝臓相対重量の高値(絶対重量は有意

差なし)が認められたが、体重、脳絶対及び相対重量、腎臓絶対及び相対重量、脾臓絶対及び相

対重量、肺絶対及び相対重量、甲状腺絶対及び相対重量には影響が認められなかった。 

また更に F0が出産した F1に対し、エチルベンゼン 25、101、500ppm (チャンバー内空気中測

定濃度、変動は設定濃度の 11.2%以内)に 22 日齢から交配、妊娠、出産を経て哺育期間終了ま

で(１日６時間)吸入ばく露した影響が検討されているが、雄交尾率、雌交尾率、雄妊孕率、雌

妊娠率、妊娠期間、同腹着床部位数、同腹新生仔数、同腹生存新生仔数、新生仔生存率(０、４、

21 日齢)、新生仔雄性比、新生仔増加体重(１～４日齢)、21 日齢新生仔体重には影響が認めら

れなかった。 

また、F1父動物への影響として、500ppm のばく露区で肝臓相対重量、腎臓相対重量の高値(絶

対重量は有意差なし)が認められたが、体重、脳絶対及び相対重量、脾臓絶対及び相対重量、肺
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絶対及び相対重量、甲状腺絶対及び相対重量、前立腺絶対重量、左精巣中精子数、左精巣上体

尾部中性子数、運動精子率、前進運動精子率、形態異常精子率には影響が認められなかった。 

また、F1母動物への影響として、500ppm のばく露区で肝臓相対重量の高値(絶対重量は有意

差なし)が認められたが、体重、脳絶対及び相対重量、腎臓絶対及び相対重量、脾臓絶対及び相

対重量、肺絶対及び相対重量、甲状腺絶対及び相対重量には影響が認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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（平成 27年度第 1回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 参考資料 2-1より抜粋） 


